
　（１）モニタリング内容【第２回、第５回委員会で議論】
　　　・地下水状況把握のためのモニタリング項目　⇒　地下水　等

　　　・水文・地下水環境に関連する項目　⇒　降水量、土地利用状況、近接池（河川）水位　等

　　　・モニタリング位置・範囲　⇒　平城宮跡周辺：既設観測孔を利用

　　　　 　　トンネル上：既設観測孔（１孔）に新規観測孔（３孔）を追加

　　トンネル南側坑口付近：既設観測孔（１孔）に新規観測孔（９孔）追加

モニタリングエリア

　　エリア①：異常の早期発見を目的とした１次監視エリア

　　エリア②：異常の伝播状況の確認を目的とした２次監視エリア

　　エリア③：対象保全（平城宮跡）に伝播していないかを確認するエリア

⇒　既存の観測孔を含めたエリア設定等の意見があり、モニタリングエリア

　　　についての検討が必要。

⇒　今後、期間についての検討が必要。

　　　・モニタリング手法・頻度　⇒　自記水位計により連続観測

　工事中は、１時間ピッチ、それ以外は３時間ピッチで測定。

　データ収集は、毎月記録データを回収。

　管理基準とする観測孔のデータは、インターネット等を利用したシステム

　により、常時、事務所へ転送。

　（２）管理基準の考え方【第３回委員会で議論】
　　　・管理基準の基本的な考え方

　　　　⇒　第１帯水層の地下水位について、

　 ①工事前に測定された最低水位

②工事前の降雨時・無降雨時の水位変動とは異なった変動

⇒　今後、②の変動をどのように捉えていくのか検討が必要。

　　　･管理方法

　　　　⇒　管理対象の観測孔については、リアルタイムモニタリング、その他は１ヶ月毎にデータ収集整理

　　　・管理箇所

　　　　⇒　既設観測孔に加え、今後、トンネル付近に新設する観測孔のうち、

　 ①道路建設が第１帯水層へ影響すると考えられる南側坑口付近

②南側坑口付近から平城宮跡までのエリア

③平城宮跡付近

　　　・管理体制

　　　　⇒ 　①観測孔の観測値が管理基準値を勘案し、異常が懸念される場合、学識経験者に報告

②エリア全域の観測結果等を含め、原因把握

③工事の影響でなければ、引き続き、地下水位変動を監視、工事の影響が懸念される場合は

   緊急対策を実施

　（３）異常時の地下水保全の考え方【第４回委員会で議論】
　　　・基本的な地下水保全対策　⇒　シールド工法を採用し、開削区間は、地下水流動保全工法を採用

　　　・異常時の地下水保全対策　⇒　①工事着手前に平城宮跡内の地下水を涵養

　　　　平城宮跡内に現存する池・水路等を利用した涵養施設の構築　等

　　②地下水位異常時に応急対策を実施

　　　　原因箇所における地盤改良工の実施等による止水、地下水保全施設

　　　　の点検・再構築等による地下水流動の回復

   　関係機関調整、事前の涵養効果検証、施設の構築、管理、水量確保等

　　 の課題があり、委員からは現地検証の提案あり。

これまでの経過等（概要）

モニタリング検討委員会で検討する内容
　（１）モニタリング内容
　　　　モニタリング項目と、各項目についての観測範囲、位置、手法、期間
　（２）管理基準の考え方
　　　　道路建設による地下水の異常と判断する基準の考え方
　（３）異常時の地下水保全の考え方
　　　　文化財保全等の観点から、地下水の保全に万全を期すため、施工中に地下水の異常が生じた時に
　　　　行う対策の考え方
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委員会の経緯及び進め方について 
１ 委 員 会 の目 的                                                      

 当 委 員 会 は、文 化 財 の保 全 等 の観 点 より、地 下 水 の状 況 を把 握 し、適 切 な地 下 水 のモニタリ 

   ング方 針 を定 めるものである 

２ 検 討 項 目  

①モニタリング内 容  ・ モニタリング項 目 と、各 項 目 についての観 測 範 囲 、位 置 、手 法 、期 間  

②管 理 基 準 の考 え方  ・ 道 路 建 設 による地 下 水 の異 常 と判 断 する基 準 の考 え方  

③異 常 時 の地 下 水 保 全 の考 え方  

             ・ 文 化 財 の保 全 等 の観 点 から、地 下 水 の保 全 に万 全 を期 すため、施         

               工 中 に地 下 水 の異 常 が生 じた時 に行 う対 策 の考 え方  

３ 第 １回 ～第 ５回 委 員 会 の概 要  

議　　題
第１回委員会 □地下水位変動要因分析 ・ 地下水位変動の現状について分析

□地下水位変動要因分析 ・ 箇所により地下水位変動傾向が異なることについて考察

□平城宮跡土質調査 ・ 調査報告

□モニタリング内容 ・ 地下水位を常時管理し、水文・地下水環境に関する基本データを計測

□平城宮跡土質調査 ・ 調査報告

□管理基準の考え方 ・ 管理基準　①工事前に測定された最低水位

　　　　　　　②降雨時・無降雨時の水位変動とは異なった変動

・ 管理対象エリア=南坑口付近、平城宮跡及び間のエリア

□平城宮跡土質調査 ・ 第３回委員会での指摘に対する検討結果

・ 調査報告

□異常時の地下水保全の考え方 ・ 予期せぬ異常時にも埋蔵文化財保全に万全を期すための対策を検討

　 　①工事着手前に平城宮跡内の地下水を涵養

　②地下水異常時に応急対策を実施

□地下水位変動要因分析 ・ 地下水位変動観測結果

□平城宮跡土質調査 ・ 調査結果報告

□地下水モニタリング方針の策定に向けて ・ モニタリングエリアの設定

内　　　　　　　　容

第４回委員会

第５回委員会

第２回委員会

第３回委員会

 
４ 今 後 の進 め方  

○委員会スケジュール（案） 

 

 

 

 

項目① モニタリング（内容） 項目② 管理基準の考え方 項目③ 異常時の地下水保
全の考え方

調査結果の分析

各 検 討 項 目 に 対 す る 「 提 言 」（継 続）

第２回委員会
(平成19年3月28日)

・モニタリング内容の検討

・現況調査結果の分析
地下水位の変動要因の分析
（降雨データ・地下水汲上げ）

・現況調査結果の分析
地下水位の変動要因の分析
（降雨データ・地下水汲上げ）

・平城宮跡土質調査
木簡保存のメカニズム解明

・平城宮跡土質調査
木簡保存のメカニズム解明

第１回委員会
(平成18年9月13日)

・現況調査結果の分析
地下水位の変動要因の分析
（降雨データ・地下水汲上げ）

・現況調査結果の分析
地下水位の変動要因の分析
（降雨データ・地下水汲上げ）

第３回委員会
(平成19年11月7日)

・管理基準の考え方に関す
る検討

・平城宮跡土質調査
木簡保存のメカニズム解明

・平城宮跡土質調査
木簡保存のメカニズム解明

第４回委員会
(平成20年8月1日)

・異常時の地下水保全の考
え方に関する検討

・平城宮跡土質調査
木簡保存のメカニズム解明

・平城宮跡土質調査
木簡保存のメカニズム解明

第５回委員会
(平成22年12月22日)

・工事実施時におけるモニ
タリング範囲

・異常時の地下水保全に関
する検証方法（案）

第７回委員会

・平城宮跡土質調査
平城宮跡内における地下水
のデータ収集

～

・平城宮跡土質調査
木簡保存のメカニズム解明

・平城宮跡土質調査
木簡保存のメカニズム解明

第６回委員会
(平成23年12月12日)

・管理基準に関する方針
・異常時の地下水保全に関
する方針

・平城宮跡土質調査

平城宮跡内における地下水
や土質のデータ収集
木簡保存のメカニズム解明

・モニタリングの方針

各検討項目に関するとりまとめ

・現況調査結果の分析
地下水位の変動要因の分析

・現況調査結果の分析
地下水位の変動要因の分析

・現況調査結果の分析
地下水位の変動要因の分析

・現況調査結果の分析
地下水位の変動要因の分析

・工事実施時におけるモニ
タリング範囲


